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 令和５年１月定例胎内市教育委員会会議録 

１ 開会年月日   令和５年１月25日（水） 午後１時30分 

 

２ 開 催 場 所   黒川庁舎 第１応接室 

 

３ 出 席 委 員   教育長   中澤 毅 

          委 員   佐藤 康広 

委 員   加藤 直子 

委 員   森田 寿美子 

委 員   桐生 和文 

 

４ 欠 席 委 員   なし 

 

５ 説明のため出席した者 

学校教育課長   丹後 幹彦 

生涯学習課長   佐久間 伸一 

管理指導主事   松原 利弘 

指 導 主 事   山沢 正仁 

 

６ 事務局職員出席者 

学校教育課係長  佐藤 守 

学校教育課主任  八幡 修平 

 

７ 議 事 日 程 

  日程第１ 開会宣言 

 

日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

日程第３ 前回会議録の承認 

 

日程第４ 教育長の報告 

 

日程第５ 議事 

     承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 

     議第１号 令和４年度胎内市教育委員会表彰被表彰者の選定について 
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日程第６ 報告・その他 

       報告第１号 学区外就学・区域外就学の許可等について 

       報告第２号 就学援助児童・生徒の認定等について 

       報告第３号 共催・後援事業について 

       報告第４号 市民への対応における不祥事について 

 

８ 審議の経過及び結果 

 

 

日程第１ 開会宣言 

 

○ 教育長 

ただいまから、胎内市教育委員会１月定例会を開会します。 

 

 

日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

○ 教育長 

本日の会議録署名委員は、森田委員を指名いたします。 

 

 

日程第３ 前回会議録の承認 

 

○ 教育長 

12月定例会会議録の承認からお諮りします。事務局、説明願います。 

 

○ 事務局 

（令和４年12月26日定例教育委員会会議録について説明） 

 

○ 教育長 

このことについて何かご質問等ありますか。 

      無いようなので、承認することとします。 

会議終了後、森田委員に署名願います。 

 

 

日程第４ 教育長の報告 
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○ 教育長 

次に「教育長の報告」に入ります。 

資料の「日程第４」をご覧ください。私や教育委員の皆さんが出席した会議等で

す。このこと或いはこれ以外については会議終了後に報告いたします。 

 

 

日程第５ 議 事 

 

○ 教育長 

     議事に入ります。 

「承認第１号 専決処分の承認を求めることについて」審議します。はじめに生

涯学習課長。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      議案書２ページからです。胎内市生涯学習施設整備検討プロジェクトチーム設

置について、その要綱について専決処分したので報告し、承認を求めるものです。 

 要綱の内容として、第１条の設置ですが、これまで生涯学習施設の整備にあた

り、整備基本構想について市民の代表の方々をはじめとした検討委員会等で広く

意見を伺ってきましたが、事業化にあたりより迅速に進めていくためにプロジェ

クトチームを設置するという内容です。第２条の所掌事項については記載の通り

ですが、本年度の役割として、一つは整備基本構想の原案とそのチェック、もう

一つがその事業化に向けた整備方針について整備手法の選択肢等を協議し進めて

いくということです。これらについて専決で要綱を設置し、12月に第１回の会議

を開催しており、３月まで月１回程度、全４回会議を開催する予定です。第３条

の組織については、副市長、教育長及び市職員のうちから副市長が任命する職員

としており、具体的には総合政策課、他の７課から８人を任命しています。第４

条でチーム構成について、第５条で運営について、第６条の庶務については生涯

学習課において処理し、事務局体制は課長を含め係員６名で対応することとして

います。附則としてこの要綱を専決処分により12月12日から施行し、第１回会議

を12月27日に開催しています。以上です。 

 

 ○ 教育長 

何かご質疑等ありますでしょうか。 

 

 ○ 加藤委員 

      こういうプロジェクトチームを立ち上げると、施設の老朽化や利用者数によっ
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ての統合・閉館等を加味して協議し合うチームなのかと想像できるが、そういう

ことか。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      公共施設の統合・廃止という場合も含んだ中で、今回は生涯学習施設、これは

かねてから議会でも市長が答弁しており、市民からの求めもあって早急に整備方

針をお示ししたいということで進めているが、その最終的な方針を早目に示すと

いうことの役割と、具体的に事業として進めて行けるよう担当課だけでなく、他

課からの人材の知恵も借りながら推し進めて行くというものであり、今回は生涯

学習施設の整備に限ってのこととなります。 

 

 ○ 桐生委員 

      市民の関心は非常に高い。特に公民館や図書館とか一体化されたような形の新

しい施設のプロジェクトだと思うが、施設はいつ頃の完成を目途にしているか教

えていただけるか。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      まずはどのような施設を作るのかといった所を明確に定めるということと、具

体的に施設として整備するための予算措置という点も必要となってきます。その

方針が定まった段階でそれを整備するためにどれ位の財源が見込まれるかを勘案

し、財政状況等踏まえながら定まることとなるので、現時点でいつということは

未定である。しかしながらいつ頃にというスケジュールも速やかに示せるようプ

ロジェクトチームが立ち上げられたといった所でもある。 

 

 ○ 教育長 

生涯学習課長が説明したとおり、かなりの時間をかけて市民の方からグループ

ワークにて念入りにいろいろな意見や、多くの方々からの意見をいただいた。そ

れによりある程度の形、構想の案を作り、それをこの度示させていただくという

状況まで来ている。 

 

 ○ 森田委員 

      グループワークは終わっているのか。これからなのか。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      新たな施設になるが、その生涯学習施設の整備にあたっては３年位前からその

ような協議は始まっており、令和元年にはワークショップという形で３回市民の

方々に入っていただいた中で協議は既に行っていた。それらを集約した原案とい
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うのが整った所で、今、プロジェクトチームで最終的なチェック等をしている所

です。 

 

 ○ 森田委員 

      そのワークショップはどういう世代か。代表というとどういう世代の方か。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      ３回行ったが、１回目は小学生とその保護者、２回目が中学生、３回目が高校

生と新潟食料農業大学の学生が参加するなどの世代層に分けて開催した。 

 

 ○ 森田委員 

      ２回目と３回目も保護者か。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      中学校、高校は生徒。小学校は保護者も。 

 

 ○ 森田委員 

      先日、新発田市のイクネスしばたを見学した。そこは、小さい子供たちも多く

利用しており、電車待ちや受験前の学生など本当に利用者が沢山いた。そのよう

な施設が胎内市にもあるといいなと率直に感じたので期待したい。 

 

 ○ 生涯学習課長 

      実際に協議の段階でも同様のご意見を頂いている。 

 

 ○ 教育長 

      議会においても、答弁しているのがあるので、後ほどご覧いただきたい。 

森田委員が言われるように、箱という形だけではなく、それも大事ではあるが、

やはり人が交流していくということを大事にしていきたいという所で勿論みんな

大事ではあるが、特にターゲットを子育て世代の方々を中心にした場合、例えば

そこにボランティアの方が読み聞かせとか、或いはそこに大学生や高校生が子ど

もと一緒に遊んでくれるなど、そういう人の輪が出来てくるのではないかという

ようなことも少し頭に思い浮かべながらこの案が作られていると思うので、それ

が出来たら皆さんにもご覧いただき、ご意見をいただければと思います。 

 

 ○ 教育長 

      ほかよろしいでしょうか。 

無いようなので「承認第１号」は承認してよろしいでしょうか。 
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異議がないようなので承認することに決しました。 

次に、「議第１号 令和４年度胎内市教育委員会表彰被表彰者の選定について」

審議します。 

 

＜議事録非公開１＞ 

 

 ○ 教育長 

以上で、第１号議案の審議が終了しましたので、第１号議案については、ただ

今の選定の結果の通りとすることに決定しました。 

 

 

日程第６ 報告・その他 

 

 ○ 教育長 

次に、報告に入ります。 

初めに「報告第１号 学区外就学・区域外就学の許可等について」お願いしま

す。 

 

＜議事録非公開２＞ 

 

 ○ 教育長 

次に「報告第２号 就学援助児童・生徒の認定等について」お願いします。 

 

＜議事録非公開３＞ 

 

 ○ 教育長 

      次に、「報告第３号 共催・後援事業について」お願います。 

 

 ○ 学校教育課長 

      議案書 60、61ページです。 

今回後援依頼は１件で、「子供と家庭の未来を考えるマネー講座」についてです。

令和３年と４年に後援依頼があり承諾しており、この度も引続きの後援依頼です。

これは子供と家族の未来を考える会主催で、内容は教育資金の不足から進学をあ

きらめたり家庭破産が急増しているという現実を知っていただき、資金需要に備

えた長期的な計画能力の重要性を学んでいただきたいということで、講座を開催

するものです。開催日は３月２日、５日、８日、12日で各回 30人程度を予定して

おり、開催場所はコロナウイルスの感染防止のため Zoomで行い、講演料は無料で
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す。興味がある保護者の方に申込みをして頂きたいというものです。 

 

 ○ 教育長 

      何かご質問等ありますでしょうか。 

      無いようなので、次に「報告第４号 市民への対応における不祥事について」

生涯学習課長説明願います。 

 

＜議事録非公開４＞ 

 

 ○ 教育長 

それでは以上で報告を終了させていただきます。 

 

 

次回定例会の日程について 

 

 ○ 教育長 

次回は、臨時会を２月 13 日(月)午後１時 30 分からこの会場で開催します。ま

た、２月定例会は２月 27日(月)午後２時からこの会場で、その後に産業文化会館

の会議室にて教育委員会表彰を午後４時から行いますので参加願います。 

 

＜全員了承＞ 

 

 ○ 教育長 

      以上で、１月定例教育委員会を閉会いたします。 

 

午後２時50分 閉会   

 

令和  年  月  日 

 

教  育  長                 

 

会議録署名委員                 

 


